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１．事業概要

（１）事業の概要

① 給　水

人

人

千㎥／ha

※有収水量密度：１ha当たりの年間有収水量千㎥（3613.39千㎥÷5774ha＝0.63千㎥／ha）

② 施　設　 ※統合前の上水道事業のみ

％

※施設利用率：一日平均配水量㎥／日÷施設能力㎥／日（11,570㎥／日÷14,500㎥／日）

③ 料　金

※条例上の料金：１カ月使用水量20㎥あたりの水道料金

④ 組　織

（２）これまでの主な経営健全化の取組

（３）経営比較分析表を活用した現状分析

※1 経常収支比率：給水収益などの経常収益でどの程度経常費用が賄われているかを示す指標（経常収益×100／経常費用）

※2 流動比率：短期的な債務に対する支払い能力を表す指標（流動資産×100／流動負債）

※3 料金回収率：給水に係る費用がどの程度給水収益で賄えているかを表す指標（供給単価×100／給水原価）　

※4 企業債残高対給水収益比率：給水収益に対する企業債残高の割合。企業債残高規模を表す指標（企業債現在高合計×100／給水収益）

※5 有収率：施設の稼動が収益につながっているかを判断する指標（年間総有収水量×100／年間総配水量）

※7 管路更新率：当該年度に更新した管路延長の割合を表す指標（当該年度更新管路延長×100／管路延長）

3,656円
3,656円

計 画 給 水 人 口 32,000昭和 31 年　3 月 30 日

管 路 延 長

水 源

有 収 水 量 密 度

恵那市

水道事業

0.63

～

料 金 体 系 の
概 要 ・ 考 え 方

施 設 能 力 14,500 ㎥／日

計 画 期 間 ：

20

30,174

恵那市水道事業経営戦略

　従量制（基本料金あり）の累進使用料

357.38
千ｍ

施 設 利 用 率 ※ 79.8

施 設 数

策 定 日 ：

年度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（複数選択可）

浄水場設置数

配水池設置数

2

団 体 名 ：

法適（全部・財
務 ） ・ 非 適
の 区 分

全部適用

供用開始年月日

現 在 給 水 人 口

事 業 名 ：

平成28年4月1日現在、上下水道課長以下18名＋南水道管理室4名の計22名で構成
　課長１名・課長補佐１名（事業係長兼務）
　水道総務係６名・下水道総務係５名・事業係５名（うち３名が主に水道担当）・南水道管理室４名
（水道・下水道・し尿処理施設の管理、上下水道料金及び会計等事務、合併処理浄化槽補助金を担当）

　水道事業会計においては、平成18年度に職員数８名で57,609千円の職員人件費だったものを、平成27年度
決算では職員数６名で34,116千円へと削減しました。なお、簡易水道事業特別会計においても、平成18年度
に職員数12名で77,000千円の職員人件費だったものを、平成27年度決算では職員数８名で47,837千円へと削
減しました。また、その過程において大崎浄水場の他、浄水場、配水池、ポンプ施設の運転管理業務や水質
検査を民間委託することで業務の効率性と専門性を高めました。

　経営比較分析表（平成２８年２月公表）で、統合前の水道事業の過去５年の決算状況を見てみると、経営
の健全性・効率性については経常収支比率※1、流動比率※2、料金回収率※3で全国平均を上回り、企業債残
高対給水収益比率※4も全国平均の半分以下に収まっています。全国的に見ても経営状況は非常に良い状態で
すが、有収率※5は平成22年度の88.35から下落傾向にあります。老朽化の状況については、有形固定資産減
価償却率※6は上昇傾向ですが類似団体と同水準の状況です。管路更新率※7は過去５年間、類似団体平均と比
べて低い傾向にあり、管路の更新については従来以上にペースを上げていく必要があります。

条例上の料金※
（φ20mm・20㎥あたり）
※過去３年度分を記載

平成 16 年 10 月 25 日料 金 改 定 年 月 日
（消費税のみの改定は含まない）

※6 有形固定資産減価償却率：有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がどの程度進んでいるかを表す指標
   （有形固定資産減価償却累計額×100／有形固定資産のうち償却対象資産の帳簿原価）

平成25年度
平成26年度
平成27年度

3,541円

表流水 , ダム , 伏流水 , 地下水 , 受水 , その他

1
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を
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体
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過
去
５
年
の
決
算
状
況
を
見
て
み
る
と
、
全
国
的
に
見
て

も
経
営
状
況
は
非
常
に
良
い
状
態
で
あ
る
が
、
管
路
の
更
新

に
つ
い
て
は
ペ
ー
ス
を
上
げ
て
い
く
必
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が
あ
る
。

　
今
後
の
施
設
更
新
の
財
源
と
な
る
内
部
留
保
資
金
は
現
状

十
分
に
あ
る
。
ま
た
、
今
後
1
0
年
間
の
財
政
計
画
に
お
い
て

も
、
給
水
収
益
は
減
少
し
て
い
く
見
込
み
で
あ
る
が
、
当
期

利
益
は
十
分
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保
し
て
い
け
る
こ
と
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
経
営
の
健

全
性
、
効
率
性
は
比
較
的
高
く
問
題
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、

簡
易
水
道
と
統
合
後
に
つ
い
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は
、
毎
年
の
減
価
償
却
費
の

大
幅
な
増
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に
よ
り
収
益
状
況
、
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務
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況
が
現
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よ
り
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悪
化
す
る
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が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
水
道
料
金
の
設
定
に

つ
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必
要
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出
て
く
る
見
込
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で
あ
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。
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①
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却
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（
％
）

　
H
2
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度
か
ら
上
昇
傾
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に
あ
り
、
類
似
団
体
平
均
と
同

水
準
で
あ
る
。

②
管
路
経
年
化
率
（
％
）

　
数
値
が
０
で
あ
り
、
法
定
耐
用
年
数
を
超
え
た
管
路
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長

は
存
在
し
な
い
。

③
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率
（
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H
2
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が
あ
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が
、
類
似
団
体
平

均
を
お
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ね
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て
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。
H
2
2
年
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値

は
0
.
4
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あ
り
、
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じ
ペ
ー
ス
の
場
合
は
全
て
の
施
設
を
更

新
す
る
の
に
2
5
0
年
か
か
る
こ
と
と
な
る
。

　
以
上
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ら
、
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定
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を
経
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し
た
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は
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の
、
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朽
管
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２．将来の事業環境

（１）人口と水需要（有収水量）の予測

H17(実績) H22(実績) H27(実績) H32(推計) H37(推計) H42(推計)

55,761 53,718 51,073 48,800 45,660 42,520

5,802,633 5,863,270 5,675,199 5,509,619 5,276,538 5,037,812

18,136 18,140 18,106 18,060 18,010 17,960

－ -3.66% -4.92% -4.45% -6.43% -6.88%

－ 1.04% -3.21% -2.92% -4.23% -4.52%

－ 0.02% -0.19% -0.25% -0.28% -0.28%

※上記有収水量は、現在の水道事業会計と簡易水道事業特別会計を合算した推測値

（２）料金収入の見通し

H17(実績) H22(実績) H27(実績) H32(推計) H37(推計) H42(推計)

55,761 53,718 51,073 48,800 45,660 42,520
1,133,727 1,168,070 1,191,382 1,156,622 1,107,692 1,057,577

※上記料金収入は、現在の水道事業会計と簡易水道事業特別会計を合算した推測値

備　　考

　市全体

　実績は上水道及び簡易水道の合計

※世 帯 数：総合計画目標値がないことから、平成２８年度以降は平成２２年度と平成２６年度の国勢調査実績値のトレンドを採用
　　　　　　して推計

　料金収入については、（１）の有収水量の予測と同じ増減率で予測しました。平成27年度決算の給水収益
（水道と簡易水道合算・税抜き）に対し、計画 終年度の平成37年度には約83,700千円の減少を見込んでい
ます。

①人口(人）推計
②料金（税抜・円）

※人　　口：総合計画目標値は平成３２年度までしかないことから、平成３３年度以降は「恵那市将来人口推計結果（H26.1）」のト
　　　　　　レンドを採用して推計

①人口(人）

②有収水量(㎥）

③世帯数

①の増減率

②の増減率

③の増減率

上水道及び簡易水道の合計

市全体

備　　考

　平成16年の市町村合併以降 初の国勢調査で55,761人だった恵那市の人口は、平成22年国勢調査人口が
53,718人、平成27年国勢調査人口が51,073人と減少傾向が続いています。
　その一方で、有収水量は人口が減少した平成17年度から平成22年度の間において増加しています。これ
は、上水道小野川、姫栗地区、中野方簡水笠置町河合地区、毛呂窪簡水など拡張区域における給水件数の増
加の影響が加わったことによると考えられます。しかし、平成22年度から平成27年度の間においては減少傾
向が見られ、この期間については人口減少の影響が反映していると考えられますが、人口の増減率に対しお
よそ65％の比率で減少傾向となっています。
　以上により、今後の有収水量については、人口増減率の見込みに対し0.65を乗じたものを増減率として予
測しました。

※有収水量：水道料金の賦課対象となった水量。過去のトレンドから、人口の増減率に対し約０．６５を乗じた比率で推計
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（３）施設の見通し

（４）組織の見通し

３．経営の基本方針

　清浄にして豊富低廉な水を安定的に供給するため、経営の基本方針を次のとおり定めます。

（１）安心して飲める水の供給

（２）持続可能な健全経営

（３）危機管理対策

４．投資・財政計画（収支計画）

　※平成29年度以降は簡易水道と経営統合した収支計画となっています。

（１）投資・財政計画（収支計画）　：　 別　紙　の　と　お　り

　恵那市の水道事業については、県水の受水を受けるとともに、大崎浄水場、小野川浄水場の浄水場２箇
所、配水池20箇所で経営をしてきました。平成29年度からは、簡易水道と飲料水供給施設が水道事業へ経営
統合されることにより、それらの浄水場29箇所（２箇所の予備施設を含む）と配水池67箇所などの水道施設
が増え、管路延長は約910ｋｍになる見込みです。国の補助事業を活用するなど財源を手当てしながら計画的
に施設の更新事業を進めていきます。
　また、浄水場や配水池、ポンプ場など水道施設の管理運営業務や緊急対応について、民間業者へ委託施設
を拡大し、業務の効率性と専門性を高めていきます。また、導水管の見直しや減圧弁の設置などにより、平
成28年度からの２カ年度で浄水場１箇所（飯羽浄水場）、調整池１箇所（久須見調整池）、配水池２箇所
（岩村熊洞配水池・明智刈山配水池）、ポンプ場１箇所（岩村坂本ポンプ場）を廃止する予定です。このよ
うに既存配水区域の見直しや、管路の更新、新設による施設統合など総合的に見直しを進めていき、より効
率経営ができるようさらに検討を進めていきます。

　現在は、上下水道課で大井町、長島町、東野、三郷町、武並町、笠置町、中野方町、飯地町、岩村町、上
矢作町を、南水道管理室（明智振興事務所内）で山岡町、明智町、串原を管轄して業務を行っていますが、
将来的には南水道管理室を廃止して上下水道課へ集約する方向で進めています。なお、水道利用者の利便性
を考慮し、名義変更手続きや料金収納などの手続きについては、引き続き岩村、山岡、明智、串原、上矢作
の振興事務所の窓口で受付できる体制を維持していきます。

　簡易水道と統合後の水道事業会計においては、岐阜県からの受水に加え大崎浄水場を含めた32箇所の浄水
場で自己水を供給しています。原水及び浄水の水質については、水質検査計画に基づき定期的に検査を行
い、その結果についてはウェブサイトで公表しています。今後も法改正などに対応しながら、安心して飲め
る水の供給に努めていきます。

　恵那市においては、平成16年の市町村合併以降、旧上水道エリアでは、長島町久須見の山中茂立地区、小
野川、姫栗地区の拡張事業を、旧簡易水道エリアにおいては、中野方簡水拡張事業（笠置町河合）、毛呂窪
簡易水道事業給水開始、岩村統合再編推進事業、山岡統合再編推進事業、上矢作簡水拡張事業など、水道施
設整備を進めてきました。今後は、今まで整備してきた水道施設を適切に維持管理していくことが主眼とな
ります。
　水道事業は地方公営企業法に位置づけられた公営企業であり、特定な経費を除き経営に伴う収入で経営し
ていく必要があります。簡易水道と経営統合する平成29年度以降も老朽化した水道施設の更新を進めなが
ら、収支計画に基づき減価償却を行った上で収支均衡を維持していきます。

　日本では、毎年のように大規模な地震が各地で発生し、水道施設が被災して断水など大きな影響が出てい
ます。また、近年は局地的な大雨による災害も発生しており、市内でも中野方町で橋と一緒に配水管が流さ
れる事案も発生しています。
　水道水は日常生活に不可欠なものであり、安定的な給水が必要です。非常時に対応するため、応急給水設
備を充実していくとともに、公益社団法人日本水道協会中部地方支部災害時相互応援に関する協定に加え、
今後は市内水道事業所と災害協定締結を進め、応急給水の体制の充実と復旧作業の迅速化を進めていきま
す。
　また、従来の水道事業エリアについては、水道施設のうち基幹管路について老朽管更新事業等により地震
等災害に強い管への布設替えによる耐震化を進めてきました。また、旧簡易水道エリアについても、岩村
町、山岡町で統合再編事業を進め、浄水場や配水池、配水管の更新、耐震化を進めてきました。今後も施設
や管路の更新計画を策定し、国などの補助事業を活用して施設更新を計画的に進めていきます。
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0

1
7
,
3
4
3

1
7
,
2
8
6

1
7
,
2
8
6

1
7
,
2
8
6

1
7
,
2
8
6

1
7
,
2
8
6

1
7
,
2
8
6

1
7
,
2
8
6

2
4
,
2
2
1

2
5
,
0
0
0

1
0
8
,
8
1
4

8
2
,
2
1
3

8
2
,
2
1
3

8
2
,
2
1
3

8
2
,
2
1
3

8
2
,
2
1
3

8
2
,
2
1
3

8
2
,
2
1
3

8
2
,
2
1
3

(
3
)

3
3
2
,
6
3
1

3
3
2
,
9
2
2

9
6
6
,
0
0
0

9
7
5
,
2
2
3

8
6
0
,
0
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6

7
7
4
,
8
9
7

7
4
6
,
9
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9
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5
,
1
7
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0
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,
4
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6
8
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5
1
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6
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0
,
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7
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２
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2
9
,
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2
5

2
8
,
1
0
0

1
3
6
,
2
5
2

1
1
8
,
9
0
9

1
0
9
,
8
8
0

1
0
0
,
9
9
0

9
2
,
1
3
7

8
3
,
0
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8

7
3
,
7
9
4

6
4
,
9
4
2

5
6
,
8
1
9

(
1
)

2
7
,
1
1
6

2
5
,
6
0
0

1
2
7
,
8
9
9

1
1
5
,
1
5
6

1
0
6
,
5
2
7

9
7
,
6
3
7

8
8
,
7
8
4

7
9
,
6
8
5

7
0
,
4
4
1

6
1
,
5
8
9

5
3
,
4
6
6

(
2
)

2
,
5
0
9

2
,
5
0
0

8
,
3
5
3

3
,
7
5
3

3
,
3
5
3

3
,
3
5
3

3
,
3
5
3

3
,
3
5
3

3
,
3
5
3

3
,
3
5
3

3
,
3
5
3

(
D
)

7
6
0
,
7
3
3

8
0
0
,
7
2
9

1
,
8
5
2
,
6
2
9

1
,
8
0
1
,
5
6
8

1
,
6
6
8
,
5
7
4

1
,
5
7
3
,
3
8
9

1
,
5
3
4
,
9
8
4

1
,
5
0
2
,
4
3
9

1
,
4
7
3
,
7
9
9

1
,
4
3
6
,
3
8
1

1
,
4
0
6
,
7
7
7

(
E
)

1
9
6
,
4
1
0

1
4
6
,
2
2
3

△
 
1
1
0
,
0
7
8

△
 
1
2
8
,
8
6
7

7
,
9
1
9

4
6
,
3
3
2

2
,
5
3
4

1
8
,
4
2
5

1
2
,
7
3
9

1
0
,
8
0
6

7
,
2
7
8

(
F
)

(
G
)

4
,
5
4
7

(
H
)

△
 
4
,
5
4
7

1
9
6
,
4
1
0

1
4
6
,
2
2
3

△
 
1
1
4
,
6
2
5

△
 
1
2
8
,
8
6
7

7
,
9
1
9

4
6
,
3
3
2

2
,
5
3
4

1
8
,
4
2
5

1
2
,
7
3
9

1
0
,
8
0
6

7
,
2
7
8

3
6
3
,
0
0
0

3
6
3
,
0
0
0

2
4
8
,
3
7
5

1
1
9
,
5
0
8

1
1
9
,
5
0
8

1
1
9
,
5
0
8

1
2
2
,
0
4
2

1
2
2
,
0
4
2

1
2
2
,
0
4
2

1
2
2
,
0
4
2

1
2
2
,
0
4
2

(
I
)

1
9
8
,
0
0
5

3
4
4
,
2
2
8

3
4
4
,
2
2
8

3
4
4
,
2
2
8

3
5
2
,
1
4
7

3
9
8
,
4
7
9

3
9
8
,
4
7
9

4
1
6
,
9
0
4

4
2
9
,
6
4
3

4
4
0
,
4
4
9

4
4
7
,
7
2
7

(
J
)

2
,
4
3
1
,
8
9
8

2
,
5
8
8
,
2
4
9

1
,
6
6
3
,
1
2
2

1
,
8
0
8
,
2
1
0

2
,
9
8
6
,
2
5
5

3
,
1
3
2
,
5
1
4

3
,
2
0
5
,
6
4
2

3
,
3
5
8
,
7
0
6

3
,
5
1
8
,
3
7
3

3
,
6
6
5
,
2
2
9

3
,
8
0
2
,
3
5
4

1
7
0
,
3
3
1

1
9
6
,
3
9
0

3
1
3
,
6
5
9

3
0
1
,
0
8
6

3
0
1
,
7
6
9

2
9
1
,
5
5
0

2
7
6
,
7
5
3

2
7
3
,
7
5
6

2
6
7
,
5
7
7

2
6
0
,
4
9
4

2
5
4
,
5
3
0

(
K
)

2
8
2
,
5
7
9

1
3
5
,
9
2
1

8
2
1
,
1
5
6

7
6
2
,
2
0
7

7
6
1
,
0
3
6

7
5
2
,
0
0
1

7
5
7
,
0
4
3

7
3
6
,
2
7
5

7
1
3
,
8
6
9

6
9
5
,
0
1
4

6
5
6
,
8
5
5

8
1
,
6
0
2

8
0
,
5
0
0

3
1
1
,
8
4
2

3
2
1
,
0
4
4

3
2
9
,
5
9
7

3
3
8
,
2
7
8

3
4
9
,
2
3
6

3
5
4
,
4
4
7

3
4
1
,
5
0
8

3
3
2
,
0
2
3

3
0
1
,
2
7
0

1
9
7
,
4
1
5

5
1
,
5
5
0

5
0
3
,
5
3
7

4
3
5
,
7
1
3

4
2
5
,
9
8
9

4
0
8
,
2
7
3

4
0
2
,
3
5
7

3
7
6
,
3
7
8

3
6
6
,
9
1
1

3
5
7
,
5
4
1

3
5
0
,
1
3
5

(
 
I
 
)

(
A
)
-
(
B
)

(
L
)

(
M
)

7
7
7
,
4
9
1

7
6
6
,
6
6
8

1
,
1
9
2
,
8
1
6

1
,
1
8
5
,
7
6
4

1
,
1
7
8
,
7
1
2

1
,
1
7
1
,
6
5
9

1
,
1
6
1
,
9
3
2

1
,
1
5
2
,
1
6
0

1
,
1
4
2
,
3
4
3

1
,
1
3
2
,
4
8
0

1
,
1
2
2
,
7
2
9

(
A
)
-
(
B
)

流
動

負
債

う
ち

未
払

金

累
積

欠
損

金
比

率
（

×
1
0
0

）

う
ち

一
時

借
入

金
う

ち
建

設
改

良
費

分

地
方

財
政

法
施

行
令

第
1
5
条

第
１

項
に

よ
り

算
定

し
た

資
金

の
不

足
額

営
業

収
益

－
受

託
工

事
収

益

(
F
)
-
(
G
)

委
託

料
受

水
費

職
員

給
与

費

そ
の

他

営
業

外
費

用

そ
の

他

補
助

金
他

会
計

補
助

金
そ

の
他

補
助

金
長

期
前

受
金

戻
入

収
入

計
そ

の
他

経
費

動
力

費
修

繕
費

特
別

損
益

平
成
3
7
年
度

平
成
3
1
年
度

平
成
3
2
年
度

(
C
)
-
(
D
)

特
別

利
益

収 益 的 収 入

材
料

費

営
業

費
用

収 益 的 収 支

収 益 的 支 出

営
業

外
収

益

料
金

収
入

受
託

工
事

収
益

そ
の

他

平
成
2
9
年
度

（
予
　
算
）

営
業

収
益

平
成
3
0
年
度

平
成
3
5
年
度

平
成
3
6
年
度

平
成
3
3
年
度

平
成
3
4
年
度

基
本

給
退

職
給

付
費

そ
の

他

特
別

損
失

支
出

計
経

常
損

益

引
当

金
繰

入
額

支
払

利
息

減
価

償
却

費

う
ち

未
収

金

繰
越

利
益

剰
余

金
又

は
累

積
欠

損
金

当
年

度
純

利
益

（
又

は
純

損
失

）
(
E
)
+
(
H
)

利
益

積
立

金

流
動

資
産
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様
式
第
2
号
（
法
適
用
企
業
・
収
益
的
収
支
）

投
資

・
財

政
計

画
（

収
支

計
画

）

統
合
前
←

→
簡
易
水
道
事
業
統
合
後

（
単
位
：
千
円
，
％
）

年
　
　
　
　
　
　
度

平
成
2
7
年
度

平
成
2
8
年
度

区
　
　
　
　
　
　
分

（
決

算
）

(
決

算
見

込
)

(
N
)

(
O
)

(
P
)

○
資
本
的
収
支

統
合
前
←

→
簡
易
水
道
事
業
統
合
後

（
単
位
：
千
円
，
％
）

年
　
　
　
　
　
度

平
成
2
7
年
度

平
成
2
8
年
度

区
　
　
　
　
　
分

（
決

算
）

(
決

算
見

込
)
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,
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4
,
8
4
1

３
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４
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3
,
4
4
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5
,
0
0
6

5
,
1
8
4

5
,
1
8
4

5
,
1
8
4

5
,
1
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4

5
,
1
8
4

5
,
1
8
4

5
,
1
8
4

5
,
1
8
4

5
,
1
8
4

５
．

６
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4
0
,
8
3
6

4
0
,
3
8
1

3
1
,
8
5
3

3
3
,
8
1
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4
8
,
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5
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,
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,
6
0
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1
7
,
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7
,
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1
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5
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7
,
5
0
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７
．

８
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3
4
,
4
0
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3
1
,
4
1
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7
,
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6
,
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0
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1
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(
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(
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(
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3
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,
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6
,
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2
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２
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,
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0
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0
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0
,
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,
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3
0

4
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1
,
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4
2
5
,
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1
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,
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,
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,
3
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３
．

４
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５
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3
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,
8
0
0

3
0
,
0
0
0

9
3
6
,
2
0
0

６
．

5
,
3
7
6

2
,
0
0
0

2
,
4
0
0

2
,
0
0
0

3
,
1
0
0

2
,
4
0
0

2
,
4
0
0

8
0
0

8
0
0

8
0
0

(
D
)

3
3
9
,
2
9
1

3
0
7
,
6
0
2

1
,
8
8
1
,
0
0
0

6
1
9
,
0
5
9

6
9
8
,
0
3
0

6
9
4
,
7
9
5

7
0
0
,
3
3
5

5
8
8
,
5
5
1

5
6
4
,
5
9
5

5
4
9
,
9
5
8

5
3
8
,
4
1
9

(
E
)

2
0
2
,
0
1
1

2
1
5
,
2
0
5

1
,
5
8
6
,
4
5
2

3
6
7
,
8
1
9

△
 
5
8
7
,
8
7
7

4
2
5
,
2
3
4

4
2
7
,
1
6
2

3
5
6
,
1
5
4

3
2
9
,
7
4
1

3
2
1
,
6
9
3

3
1
5
,
0
9
4

１
．

1
8
8
,
4
1
4

2
1
1
,
8
4
3

1
,
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8
2
,
9
4
8

3
6
5
,
6
1
4

△
 
5
8
7
,
8
7
7

4
2
2
,
6
2
1
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4
,
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8

3
5
5
,
1
5
7

3
2
8
,
7
4
4

3
2
0
,
6
9
6

3
1
4
,
0
9
7

２
．

３
．

４
．

５
．

1
3
,
5
9
7

3
,
3
6
2

3
,
5
0
4

2
,
2
0
5

2
,
6
1
3

2
,
6
3
4

9
9
7

9
9
7

9
9
7

9
9
7

６
．

(
F
)

2
0
2
,
0
1
1

2
1
5
,
2
0
5

1
,
5
8
6
,
4
5
2

3
6
7
,
8
1
9

△
 
5
8
7
,
8
7
7

4
2
5
,
2
3
4

4
2
7
,
1
6
2

3
5
6
,
1
5
4

3
2
9
,
7
4
1

3
2
1
,
6
9
3

3
1
5
,
0
9
4

(
G
)

(
H
)

1
,
1
8
4
,
9
8
4

1
,
1
0
3
,
3
8
2

6
,
2
2
2
,
0
3
0

5
,
8
3
1
,
8
7
1

5
,
4
4
2
,
5
4
1

5
,
0
4
1
,
4
4
6

4
,
6
2
8
,
3
1
1

4
,
2
0
2
,
4
6
0

3
,
7
7
8
,
9
6
5

3
,
3
7
0
,
1
0
7

2
,
9
7
2
,
7
8
8

健
全

化
法

施
行

令
第

1
7
条

に
よ

り
算

定
し

た
事

業
の

規
模

健
全

化
法

第
2
2
条

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
不

足
比

率
(
（
N
）
/
（
P
）
×
1
0
0
)

平
成
2
9
年
度

（
予
　
算
）

平
成
3
0
年
度

平
成
3
1
年
度

平
成
3
2
年
度

平
成
3
3
年
度

平
成
3
4
年
度

平
成
3
5
年
度

平
成
3
6
年
度

平
成
3
7
年
度

貸
付

金

資 本 的 収 支

資 本 的 収 入
(
A
)
の
う
ち
翌
年
度
へ
繰
り
越
さ
れ
る

支
出
の
財
源
充
当
額

純
計

(
A
)
-
(
B
)

資 本 的 支 出
計

資
本
的
収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
不
足
す
る

額

補 塡 財 源
そ

の
他

計
補

塡
財

源
不

足
額

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額

当
年

度
分

そ
の

他

建
設

改
良

費

工
事

負
担

金
工

事
分

担
金

計

(
E
)
-
(
F
)

企
業

債
残

高

利
益

剰
余

金
処

分
額

繰
越

工
事

資
金

企
業

債
償

還
金

他
会

計
長

期
借

入
返

還
金

他
会

計
借

入
金

残
高

他
会

計
へ

の
支

出
金

そ
の

他

損
益

勘
定

留
保

資
金

地
方

財
政

法
に

よ
る

資
金

不
足

の
比

率
(
（
L
）
/
（
M
）
×
1
0
0
)

う
ち

職
員

給
与

費

企
業

債
う

ち
資

本
費

平
準

化
債

他
会

計
出

資
金

他
会

計
補

助
金

国
（

都
道

府
県

）
補

助
金

固
定

資
産

売
却

代
金

健
全

化
法

施
行

令
第

1
6
条

に
よ

り
算

定
し

た
資

金
の

不
足

額
健

全
化

法
施

行
規

則
第

６
条

に
規

定
す

る
解

消
可

能
資

金
不

足
額

他
会

計
負

担
金

他
会

計
借

入
金

平
成
2
9
年
度

（
予
　
算
）

平
成
3
0
年
度

平
成
3
1
年
度

平
成
3
2
年
度

平
成
3
3
年
度

平
成
3
4
年
度

平
成
3
5
年
度

平
成
3
6
年
度

平
成
3
7
年
度
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様
式
第
2
号
（
法
適
用
企
業
・
収
益
的
収
支
）

投
資

・
財

政
計

画
（

収
支

計
画

）

○
他
会
計
繰
入
金

統
合
前
←

→
簡
易
水
道
事
業
統
合
後

（
単
位
：
千
円
，
％
）

年
　
　
　
　
　
度

平
成
2
7
年
度

平
成
2
8
年
度

区
　
　
　
　
　
分

（
決

算
）

(
決

算
見

込
)

3
0
,
2
0
2

2
9
,
8
7
4

2
0
5
,
4
6
8

1
4
3
,
0
1
1

1
9
6
,
3
1
8

1
8
5
,
5
5
1

1
1
8
,
1
6
7

1
1
4
,
3
2
7

9
6
,
6
2
3

7
6
,
0
2
2

5
8
,
5
6
2

6
1
2

6
0
0

1
3
5
,
5
0
2

1
2
9
,
5
1
3

1
8
3
,
8
0
1

1
7
3
,
9
3
1

1
0
7
,
2
3
8

1
0
3
,
9
3
5

9
3
,
4
0
0

7
3
,
0
4
1

5
5
,
8
9
0

2
9
,
5
9
0

2
9
,
2
7
4

6
9
,
9
6
6

1
3
,
4
9
8

1
2
,
5
1
7

1
1
,
6
2
0

1
0
,
9
2
9

1
0
,
3
9
2

3
,
2
2
3

2
,
9
8
1

2
,
6
7
2

1
8
,
0
4
4

1
5
,
6
0
0

1
7
6
,
9
7
5

1
7
5
,
7
4
0

1
9
5
,
9
7
3

1
8
8
,
7
5
2

1
9
2
,
1
8
1

1
7
3
,
6
1
2

1
7
6
,
1
6
9

1
6
9
,
6
8
0

1
6
4
,
8
4
1

1
8
,
0
4
4

1
5
,
6
0
0

1
4
4
,
6
7
2

1
4
6
,
0
0
7

1
7
1
,
2
4
7

1
7
5
,
5
8
4

1
8
2
,
9
3
1

1
6
4
,
3
2
7

1
6
6
,
8
4
9

1
6
0
,
3
2
4

1
5
5
,
6
1
3

3
2
,
3
0
3

2
9
,
7
3
3

2
4
,
7
2
6

1
3
,
1
6
8

9
,
2
5
0

9
,
2
8
5

9
,
3
2
1

9
,
3
5
6

9
,
2
2
8

4
8
,
2
4
6

4
5
,
4
7
4

3
8
2
,
4
4
3

3
1
8
,
7
5
1

3
9
2
,
2
9
1

3
7
4
,
3
0
3

3
1
0
,
3
4
8

2
8
7
,
9
3
9

2
7
2
,
7
9
2

2
4
5
,
7
0
2

2
2
3
,
4
0
3

※
基
準
外
繰
入
金
は
、
交
付
税
措
置
分
や
経
営
安
定
化
基
金
充
当
分
等

○
予
算
収
支
、
資
金
収
支
と
現
金
預
金

統
合
前
←

→
簡
易
水
道
事
業
統
合
後

（
単
位
：
千
円
，
％
）

年
　
　
　
　
　
度

平
成
2
7
年
度

平
成
2
8
年
度

区
　
　
　
　
　
分

（
決

算
）

(
決

算
見

込
)

△
 
5
,
6
0
1

△
 
6
8
,
9
8
2
△
 
1
,
6
9
6
,
5
3
0

△
 
4
9
6
,
6
8
6

5
9
5
,
7
9
6

△
 
3
7
8
,
9
0
2

△
 
4
2
4
,
6
2
8

△
 
3
3
7
,
7
2
9

△
 
3
1
7
,
0
0
2

△
 
3
1
0
,
8
8
7

△
 
3
0
7
,
8
1
6

2
0
0
,
4
2
7

1
3
6
,
4
4
0
△
 
1
,
0
5
0
,
7
3
0

1
5
7
,
6
6
1

1
,
1
7
7
,
3
6
2

1
5
6
,
4
7
8

8
7
,
9
2
5

1
5
6
,
0
6
1

1
6
5
,
8
4
6

1
5
3
,
9
3
9

1
4
3
,
0
8
9

2
,
2
5
9
,
5
5
3

2
,
3
9
5
,
9
9
3

1
,
3
4
5
,
2
6
3

1
,
5
0
2
,
9
2
4

2
,
6
8
0
,
2
8
6

2
,
8
3
6
,
7
6
4

2
,
9
2
4
,
6
8
9

3
,
0
8
0
,
7
5
0

3
,
2
4
6
,
5
9
6

3
,
4
0
0
,
5
3
5

3
,
5
4
3
,
6
2
4

現
金

預
金

予
算
収
支

資
金
収
支

う
ち

基
準

外
繰

入
金

合
計

う
ち

基
準

内
繰

入
金

平
成
3
6
年
度

平
成
3
7
年
度

資
本

的
収

支
分

う
ち

基
準

外
繰

入
金

収
益

的
収

支
分

う
ち

基
準

内
繰

入
金

平
成
2
9
年
度

（
予
　
算
）

平
成
3
0
年
度

平
成
3
1
年
度

平
成
3
2
年
度

平
成
3
3
年
度

平
成
3
4
年
度

平
成
3
5
年
度

平
成
3
6
年
度

平
成
3
7
年
度

平
成
3
4
年
度

平
成
2
9
年
度

（
予
　
算
）

平
成
3
0
年
度

平
成
3
1
年
度

平
成
3
2
年
度

平
成
3
3
年
度

平
成
3
5
年
度
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（２）投資・財政計画（収支計画）の策定に当たっての説明

① 収支計画のうち投資についての説明

統合前← →旧簡易水道事業統合後 （単位：千円）

H28年度 H29年度
(決算見込） （予算）

建設改良費 225,500 558,700 223,000 306,700 290,600 277,800 150,300 140,300 140,300 140,300
167,500 284,265 169,230 256,400 220,300 220,500 90,000 90,000 90,000 90,000
28,500 213,835 20,000 20,000 40,000 20,000 20,000 20,000 20,000 20,000
8,010 19,410 13,860 13,860 13,860 13,860 13,860 13,860 13,860 13,860

10,490 32,190 10,410 10,440 10,440 10,440 10,440 10,440 10,440 10,440
11,000 9,000 9,500 6,000 6,000 13,000 16,000 6,000 6,000 6,000

0 3,500 3,500 0 0 0 10,000 0 0 0
7,000 0 0 0 0 7,000 0 0 0 0

② 収支計画のうち財源についての説明

③　収支計画のうち投資以外の経費についての説明

（３）投資・財政計画（収支計画）に未反映の取組や今後検討予定の取組の概要

①　投資について検討状況等

　うち応急給水装備等
　うちソフトウエア等

H34年度 H35年度 H36年度 H37年度

管路更新事業
設備等更新事業
事務費
その他
固定資産購入費

H30年度 H31年度 H32年度 H33年度

施 設 ・ 設 備 の 合 理 化
（ ス ペ ッ ク ダ ウ ン ）

【人 件 費】
・平成29年度を基準に平成30年度、平成31年度で１名ずつ減少する想定で推測しました。
【役 務 費】
・平成29年度の通信設備の更新と同時に施行する通信網の光ケーブル化工事による通信費削減見込額△8,800
千円／年を反映しました。
【委 託 料】
・平成29年度から、浄水場、配水池およびポンプ場等水道施設の管理運営民間委託について山岡町、明智
町、串原まで拡大する方針で推測しました。
【受 水 費】
・給水原価の安い大崎浄水場をできるだけ活用するよう、受水費はできるだけ抑えて推測しました。

施 設 ・ 設 備 の
長 寿 命 化 等 の
投 資 の 平 準 化

現在の更新計画は平成33年度で終了します。その後の水道施設の更新、耐震化等
について、毎年度の投資額をできるだけ平準化していくよう改めて更新計画を策
定します。

※上記補助事業の実施に伴い、繰入基準に基づく出資金についても反映しました。
※平成27年度から内部留保資金については、銀行等の預貯金以外に一般会計の債務負担を得たうえで、恵那市土地開発公社へ資金を貸し
付け運用の改善を図っています。

・基幹管路の更新を進めていきます。
・通信設備を更新、光化して通信費の節減を進めていきます。
・応急給水に関する装備を充実していきます。

※管路更新事業については、老朽管更新事業、重要給水拠点整備事業など国の補助事業を活用し、耐震化を進めるとともに有収率の
向上を図ります。
※収支計画の策定に当たって反映した取組みは下記のとおりです。
　・浄水場、配水池、ポンプ場などの施設の管理運営について、民間業者に委託して業務の効率性と専門性を高めていきます。
　・導水管の見直しや減圧弁の設置などにより、平成28年度、平成29年度の２カ年で浄水場１箇所（飯羽浄水場）、調整池１箇所
　　（久須見調整池）、配水池２箇所（岩村熊洞配水池・明智刈山配水）、ポンプ場１箇所（岩村坂本ポンプ場）を廃止する予定で
　　す。このように既存配水区域の見直しや、管路の更新、新設による施設統合など総合的に見直しを進めていき、より効率経営が
　　できるようさらに検討を進めていきます。

　今回の収支計画のうち、建設改良事業の財源は、道路改良や区画整理事業等に伴う工
事負担金のほか、国庫補助金や繰入基準に基づく事業をできるだけ採択していきます。
なお、不足分については、できるだけ内部留保資金を活用することで企業債の借り入れ
を極力抑え、将来の金利負担を減らしていきます。

浄水場、配水池、ポンプ場などの施設の管理運営について、民間業者に委託して
業務の効率性と専門性を高めていきます。また、市民サービス向上の観点から料
金窓口などの民営化についての検討を行っていきます。

民間の資金・ノウハウ
等 の 活 用
（ PFI ・ DBO の 導 入 等 ）

目　標

目　標

※現状、補助採択されている老朽管更新事業、重要給水拠点整備事業について国庫補助金を反映しました。

導水管の見直しや減圧弁の設置などにより、平成28年度、平成29年度の２カ年で
浄水場１箇所（飯羽浄水場）、調整池１箇所（久須見調整池）、配水池２箇所
（岩村熊洞配水池・明智刈山配水）、ポンプ場１箇所（岩村坂本ポンプ場）を廃
止する予定です。このように既存配水区域の見直しや、管路の更新、新設による
施設統合など総合的に見直しを進めていき、より効率経営ができるようさらに検
討を進めていきます。

配水池の容量や加圧ポンプの適正な能力など施設更新の際に都度検証すること
で、適正なサイズにスペックダウンするなど施設・設備の合理化を進めていきま
す。

施設・設備の廃止・統合
（ダウンサイジング）

8



②　財源について検討状況等

③　投資以外の経費についての検討状況等

５．経営戦略の事後検証、更新等に関する事項

企 業 債

経営戦略については、社会情勢の変化や、決算、地方財政計画や地方公営企業へ
の繰出基準など制度改正を適切に反映し、事後検証を行った上で３年毎に見直し
を行うこととします。なお、収支計画については、決算確定後に毎年見直しを行
います。

広 域 化

経営基盤や技術基盤の強化という観点から、地域の実情に応じて事業統合や共同
経営だけでなく、管理の一体化等の多様な形態による広域化が提唱されていま
す。岐阜県（東濃地域）においては、広域化の取り組みは進んでいないのが現状
ですが、今後、厚生労働省への提言にもあるとおり、県を中心として広域化につ
いての検討を進めていきます。

料 金

経 営 戦 略 の 事 後 検 証 、
更 新 等 に 関 す る 事 項

資産の有効活用等（*2）
に よ る
収 入 増 加 の 取 組

そ の 他 の 取 組 ―

資本的収支の不足分については、できるだけ内部留保資金を活用することで企業
債の借り入れを極力抑え、将来の金利負担を減らしていきます。

原則として、地方公営企業繰出基準に基づいて一般会計から繰出しを行います。

職 員 給 与 費

そ の 他 の 取 組

*2　遊休資産の売却や貸付、債券運用の導入、小水力発電や太陽光発電など

現金預金の運用については、引き続き金利入札をなどの手法を用いてより有利な
運用を行っていきます。恵那市土地開発公社への貸付についても、一般会計の債
務負担期限の平成30年度まで行っていきます。

そ の 他 の 取 組
平成28年度で市内の大きな拡張工事が完了します。平成29年度からは、市内で統
一されていない加入分担金について、定住促進の観点も取り入れながら適正な金
額へ統一していく方向で検討を進めていきます。

繰 入 金

今回の収支計画の 終年度である平成37年度の 終損益は黒字が見込まれていま
す。統合後の平成29年度決算を検証し、収支計画を見直す中で改めて水道料金の
改定が必要かどうか、検討を行います。また、停水等の取り組みによりさらに収
納率向上できるよう進めていきます。

平成29年度を基準に平成30年度、平成31年度で１名ずつ減少する想定で推測しま
した。今後も定員適正化計画などの動きを反映して適宜見直しを行います。

―

委 託 料

修 繕 費

動 力 費

委託料については、以前から随意契約で行わざるを得なかったものを、原材料費
を取り出して入札することで大幅に経費削減した例などがあります。引き続き仕
様や契約方法を見直すことで、少しでも削減できるよう取り組みを進めていきま
す。
老朽管更新事業や簡易水道再編推進事業により老朽管を更新してきましたが、平
成26年度決算の管路更新率は統合前の上水道で0.4、簡易水道で0.04と非常に低
い値です。更新計画を再度策定し、計画的に更新をしていくことで修繕費を平準
化していくことが必要です。

電力自由化に伴う経費削減について取り組みを進めていきます。
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